
２ 年 目 を 迎 え た 外 部 評 価 制 度                   

　衛生公害研究所で行なわれている調査研究

業務に対する外部評価制度が導入されて、２

年目を迎えました。この制度は、外部の評価

委員に調査研究課題について評価をいただき、

研究所の調査研究業務の適正化や効率を図る

ことを目的にしています。また、この評価結

果は公表され、県民に「説明責任」の一端を

果たすことになります。詳しいことは、衛生

公害研究所ホームページ(http://www.pref.

yamanashi.jp/fukushi/eikouken/)、「衛公研

だより第 57 号」（2003 年 2 月発行）をご覧く

ださい。

　ここでは、私どもの衛生公害研究所でどの

ような手順で評価が行われているのかを簡単

な表に示しました。また２～３頁には７月に

開催された平成 15 年度第１回課題評価委員

会で評価をいただいた３調査研究課題の概要

を紹介します。　　　　　　（企画情報科）

　　　課題評価委員会での口頭発表と質疑応答

　（表）　調査研究課題の外部評価の手順

やまなし
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　第６０号

２００３年

　１０　月
委員会

開催

１か月前

主任研究者は「調査研究計画書」または

「調査研究結果報告書」と参考資料を提

出

　　　　　　　　　　　　　　　　　

提出書類を所内で検討・協議し、必要が

あれば加筆修正する

委員会

開催

３週間前

「調査研究計画書」または「調査研究結

果報告書」と参考資料を各評価委員に配

布

各課題評価委員は事前に配布された書

類に基づいて審査し、「評価書」を作成す

る

委員会

開催

当日

① 各主任研究者による「調査研究計画」

または「研究成果」の口頭発表

② 質疑応答

③ 各評価委員は必要があれば事前に記

　載済みの評価書を修正

④委員長は各委員の「評価書」を集約

　し、協議後、委員会としての「評価書」を

　まとめる

⑤委員長から総評をいただく

委員会

開催

後日

①委員長は「評価書」を研究所長に提

　出する

②研究所は、評価結果と貴重な助言を

　生かしながら、調査研究業務がさらに

　県民の理解と支持が得られるよう、努

　力していく


